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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
二
八

　
　
　

会
員
の
業
績
・
活
動

（
平
成
二
十
七
年
一
月
〜
十
二
月
）

　

本
欄
に
は
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
、
中

国
学
な
ら
び
に
関
連
す
る
諸
領
域
に
関
わ
る
業
績
・
活
動
等
で
、
当
会
に
お
知
ら

せ
い
た
だ
い
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。
本
欄
に
未
掲
載
の
も
の
も
多
く
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
も
の
は
順
次
掲
載
し
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら

の
ご
連
絡
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

青
木　

洋
司

【
著　

書
】『 

宋
代
に
お
け
る
『
尚
書
』
解
釈
の
基
礎
的
研
究
』（
明
德
出
版
社
、 

二
〇
一
四
年
十
二
月
）

【
論　

文
】 

蔡
沈
の
書
序
解
釈
に
つ
い
て
（『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
百
十
・
百
十
一

合
併
号
、
無
窮
会
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

浅
野　

春
二

【
論　

文
】
◎
台
南
道
教
の
開
光
儀
に
つ
い
て
（『
國
學
院
雑
誌
』
第
百
十
六
巻
第

二
号
、
國
學
院
大
學
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

　
　
　
　

◎
招
五
穀
兵
に
つ
い
て―

中
国
湖
南
省
瑤
族
（
過
山
瑤
）
の
還
家
願

儀
礼
か
ら―

（『
瑤
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
五
号
、
ヤ
オ
族
文
化

研
究
所
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

　
　
　
　

◎
明
代
道
教
の
黄
籙
斎
に
お
け
る
召
魂
か
ら
煉
度
に
至
る
儀
礼
に
つ

い
て―

周
思
得
修
集
『
上
清
靈
寶
濟
度
大
成
金
書
』
讃
道
節
次
品

を
中
心
に―

（『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
六
十
一
輯
、
國
學
院
大

學
中
國
學
會
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

【
そ
の
他
】
◎
道
教
関
係
著
書
論
文
目
録　

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
（『
東

方
宗
教
』
第
百
二
十
六
号
、日
本
道
教
学
会
、二
〇
一
五
年
十
一
月
）

井
口　

辰
也

【
そ
の
他
】
◎
い
か
に
「
漢
文
」
の
授
業
を
死
守
す
る
か
？　

―

中
高
六
か
年
教

育
の
中
で
の
授
業
実
践
報
告―

（『
新
し
い
漢
字
・
漢
文
教
育
』
第

六
十
一
号
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
）

　
　
　
　

◎
古
典
Ｂ
（
明
治
書
院
）
教
員
指
導
書
（『
精
選
古
典
Ｂ
（
漢
文
編
）』

明
治
書
院
、
二
〇
一
四
年
一
月
）

石
本　

道
明

【
論　

文
】
◎
淺
見
絅
齋
『
楚
辭
師
説
』
小
考
（『
國
學
院
雜
誌
』
第
百
十
六
巻
第

十
二
号
、
國
學
院
大
學
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

今
井　

裕
一

【
論　

文
】
◎
至
徳
の
証
明―

皇
侃
『
論
語
義
疏
』
に
お
け
る
泰
伯
（『
國
學
院
中

國
學
會
報
』
第
六
十
一
輯
、
國
學
院
大
學
中
國
學
會
、
二
〇
一
五

年
十
二
月
）

川
合　

康
三

【
著　

書
】
◎
『
新
編　

中
国
名
詩
選
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
一
月
）

　
　
　
　

◎
『
新
編　

中
国
名
詩
選
（
中
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
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一
二
九

　
　
　
　

◎
『
新
編　

中
国
名
詩
選
（
下
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

【
著
書（
共
編
著
）】◎『
韓
愈
詩
訳
注　

第
一
册
』（
研
文
出
版
、二
〇
一
五
年
四
月
）

【
論　

文
】
◎
中
国
の
い
く
さ
の
詩―

杜
甫
の
早
期
の
詩
を
中
心
に
（『
文
学
』
第

十
六
巻
第
二
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

　
　
　
　

◎
風
景
的
誕
生
（『
王
叔
岷
先
生
百
歳
冥
誕
国
際
学
術
研
討
会
論
文

集
』、
台
湾
大
学
中
文
系
、
二
〇
一
五
年
五
月
）

潮
田　

央

【
翻　

訳
】
◎
元
城
の
賭
博
王
（
原
著
：
趙
明
宇
「
元
城
賭
王
」）・
温
少
庭
（
原
著
：

趙
明
宇
「
温
少
庭
」）（『
蓮
霧
』
第
七
号
、
日
本
世
界
華
文
微
型
小

説
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
九
月
）

　
　
　
　

◎
通
報
（
原
著
：
趙
新
「
報
案
」）・
本
音
（
原
著
：
趙
新
「
知
己
話
」）・

お
ば
か
さ
ん
（
原
著
：
蘆
芙
葒
「
小
様
児
」）・
ラ
ジ
オ
（
原
著
：

蘆
芙
葒
「
収
音
機
」）・
枕
を
尋
ぬ
る
の
記
（
原
著
：
朶
拉
「
尋
枕

記
」）・
気
軽
に
声
を
か
け
る
な
よ
（
原
著
：
南
子
「
不
要
随
便
拍

我
的
肩
膀
」）（『
蓮
霧
』
第
八
号
、
日
本
世
界
華
文
微
型
小
説
研
究

会
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

大
原　

敏
行

【
著　

書
】
◎
『
明
治
長
編
詩
歌 

孝
女
白
菊―

井
上
哲
次
郎
、
落
合
直
文
か
ら
、

ち
り
め
ん
本
、
鷗
外
、
画
の
世
界
ま
で―

』（
創
英
社
／
三
省
堂
書

店
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

高
山　

節
也

【
著
書
（
共
著
）】
◎
『
生
き
る
力
が
わ
く
「
論
語
の
授
業
」』（
朝
日
新
聞
出
版
、

二
〇
一
三
年
十
一
月
）

　
　
　
　

◎
『
中
国
学
入
門
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

【
そ
の
他
】
◎
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
『
林
家
書
目
』
漢
籍
対
照
表
並
書
誌
（
二

松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
四
月
）

　
　
　
　

◎
佐
賀
県
立
図
書
館
鍋
島
文
庫
蔵
『
芸
暉
経
籍
志
』
漢
籍
対
照
表
（
二

松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

吹
野　

安

【
著
書
（
共
著
）】
◎
『
楚
辞
後
語
全
注
釈
』
第
二
巻
（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
四

年
、
七
月
）

前
川
幸
雄

【
そ
の
他
】
◎
郭
洙
若
詩
集
『
女
神
』
の
構
成
に
つ
い
て
（『
詩
の
よ
も
や
ま
話
』、

福
井
県
詩
人
懇
談
話
会
、
二
〇
一
五
年
七
月
）

　
　
　
　

◎
橘
曙
覧
歌
集
『
君
来
艸
』
六
六
一
〜
六
六
九
番
歌
の
輪
読
（『
橘
曙

覧
研
究
』
第
五
号
、
橘
曙
覧
研
究
会
、
二
〇
一
五
年
十
月
）

　
　
　
　

◎
橘
曙
覧
歌
集
『
白
蛇
艸
』
七
四
八
〜
七
五
三
番
歌
の
輪
読
（『
橘
曙

覧
研
究
』
第
五
号
、
橘
曙
覧
研
究
会
、
二
〇
一
五
年
十
月
）

　
　
　
　

◎
「
間
部
東
齋
」
小
考
（
鯖
江
郷
土
史
懇
談
会
『
会
誌
』
第
二
三
号
、

二
〇
一
五
年
十
二
月
）
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
三
〇

牧
野　

格
子

【
論　

文
】
◎
一
九
二
六
年
中
国
人
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
状
況
（『
國
學
院
中
國
學

會
報
』
第
六
十
一
輯
、、
國
學
院
大
學
中
國
學
會
、
二
〇
一
五
年

十
二
月
）

松
田　

稔

【
論　

文
】
◎
『
北
堂
書
鈔
』
所
引
『
山
海
経
』
考
（『
新
国
学
』
復
刊
七
号
、
國

學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会
、
二
〇
一
五
年
十
月
）

宮
内　

克
浩

【
著
書
（
共
著
）】
◎
『
楚
辞
後
語
全
注
釈
』
第
二
巻
（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
五

年
、
七
月
）

【
論　

文
】◎
後
漢
・
朱
穆「
崇
厚
論
」小
論（『
國
學
院
中
國
學
會
報
』第
六
十
一
輯
、

國
學
院
大
學
中
國
學
會
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

山
寺　

三
知

【
そ
の
他
】
◎
校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
三
）（『
國
學
院
大
學
北

海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
十
二
巻
、
國
學
院
大
學
北
海
道
短

期
大
学
部
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

渡
辺　

正
一

【
書　

評
】
◎
近
著
紹
介
『
憂
う
！
わ
が
国
の
文
教
政
策
』（『
崑
崙
』
第

二
百
十
二
号
、
國
學
院
大
學
中
國
學
會
、
二
〇
一
五
年
七
月
）

【
そ
の
他
】
◎
第
六
十
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
「
中
央
審
査
評
」

（
高
等
学
校
の
部
）（『
学
校
図
書
館
』
第
七
百
七
十
二
号
、
全
国
学

校
図
書
館
協
議
会
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

　
　
　
　

◎
第
六
十
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
中
央
審
査
委
員

長
講
評「
中
央
審
査
会
か
ら
」「
小
学
生
の
部
」〜「
高
等
学
校
の
部
」

ま
で
の
全
体
講
評
（『
考
え
る
読
書
』
第
六
十
回
青
少
年
読
書
感
想

文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
集
、
毎
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
五

年
四
月
）
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